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新幹線時代に向けた「まちづくり」を

都市計画法の
　活用状況と課題
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都
市
計
画
の
状
況

　

現
在
の
都
市
計
画
区
域
は
、
昭

和
41
年
７
月
に
指
定
さ
れ
、
以
後

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
い
て
、
都

市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整

備
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

―

都
市
施
設
整
備
と

　

都
市
計
画
税
の
徴
収―

都
市
施
設
整
備

　

都
市
計
画
の
区
域
内
で
は
、
主

に
次
の
施
設
整
備
を
計
画
・
実
施

し
な
が
ら
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
都
市
計
画
道
路

　
国
道
線
（
国
道
１
１
７
号
）

　
斑
尾
線
（
現
飯
山
駅
〜
上
倉
）

　
中
央
通
り
線
（
北
畑
〜
北
町
）

　
中
央
橋
線（
中
央
橋
〜
愛
宕
町
）

　
な
ど

◇
都
市
公
園

　
飯
山
運
動
公
園
、

　
鉄
砲
町
・
上
町
・
新
町
児
童
公

　
園
、
城
山
公
園　
な
ど

◇
公
共
下
水
道

　
飯
山
・
木
島
処
理
区
（
秋
津
地

　
区
含
む
）
飯
山
・
木
島
処
理
場
、

　
城
山
雨
水
排
水
・
木
島
雨
水
ポ

　
ン
プ
場　
な
ど

◇
開
発
事
業

　
飯
山
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理

　
事
業
（
火
災
復
興
：
南
町
）

　
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
土
地
区
画

　
整
理
事
業

◇
そ
の
他

　
飯
山
市
場
、
岳
北
衛
生
セ
ン

　
タ
ー
、
岳
北
広
域
火
葬
場

都
市
計
画
税
の
徴
収

　

区
域
内
で
は
、
目
的
税
（
応
益

税
）
と
し
て
、
宅
地
・
建
物
の
固

定
資
産
評
価
額
の
０
．
２
％
相
当

額
を
都
市
計
画
税
と
し
て
、
家
屋

の
所
有
者
や
地
権
者
の
方
々
に
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
徴
収
実
績
は
、

約
６
１
８
０
万
円
で
あ
り
、
約

７
億
９
６
８
２
万
円
の
施
設
整
備

に
充
て
て
い
ま
す
。

飯山都市計画図（抜粋）
◇都市計画面積

　1083ha（市域の　5%）
◇区域内人口（H17国調）

9651人（市域の 39％）

【都市計画区域指定の主な効果】
■用途地域等の設定により、土地利
　用の誘導を行い、住・工・商業な
　ど相互の環境保全が行えます。
■計画的な都市施設（道路・下水道・
　公園等）の配置と整備、開発事業
　が円滑に行われます。
■一定規模以上の宅地化等を行う開
　発について、許可が必要となり乱
　開発が防げます。
■一定以上の建築物に対して、建築
　許可制度が適用になり、安心な建
　物が立地されます。
■建物の集団規定（接道義務・建ぺ
　い率、容積率など）が適用され、
　まち並が整えられ、災害に強いま
　ちとなります。

都
市
計
画
の
課
題

　

幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
か
ら
、

当
市
の
土
地
利
用
や
ま
ち
の
様

子
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら

に
、
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に
よ
っ

て
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
主
な
課
題
と
し
て
は
、
次

の
事
項
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
新
駅
を
中
心
と
し
た
都
市
地
域

　
範
囲
の
拡
大
に
お
け
る
秩
序
あ

　
る
ま
ち
づ
く
り

②
都
市
計
画
区
域
域
外
へ
の
都
市

　
化
の
進
行
に
伴
う
居
住
環
境
な

　
ど
の
保
全

③
幹
線
道
路
整
備
に
よ
る
都
市
計

　
画
区
域
外
沿
道
へ
の
宅
地
化
の

　
進
行
に
伴
う
、
乱
開
発
の
防
止

　

市
で
は
、
新
幹
線
駅
開
業
ま
で

に
こ
れ
ら
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、
必
要
と
な
る
施
設
整
備
と
併

せ
、
都
市
計
画
法
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
で
は
、
こ
の
課
題
へ
の
対

応
と
し
て
考
え
て
い
る
「
飯
山
都

市
計
画
の
変
更
」
に
つ
い
て
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

飯
山
市
の
都
市
計
画
の
状
況
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

http://w
w
w
.city.iiyam

a.
nagano.jp/

　前回（市報７月号）掲載の「都市計画法に
よるまちづくり」では、“都市計画とはなにか ”
を中心に「都市計画法の活用」についてお話
をしましたが、今回は、その都市計画法を用
いて現在飯山市が行っているまちづくりの状
況や課題についてお伝えしたいと思います。

凡　　　　　例
ー・－ 都 市 計 画 区 域

用 途 地 域

市政の発展に顕著な功績のあった皆さんを表彰

飯山市表彰式

中澤利
と し お
夫さん（木島）

　人権擁護委員として、18 年 5 ケ月にわ
たり人権擁護の普及高揚に尽力
坂原シモさん（木島）
　市議会議員として 3期 12 年にわたり市
政の発展に尽力
髙橋正

まさはる
治さん（常盤）

　市議会議員として 6期 24 年にわたり市
政の発展に尽力
小林洋

ひろゆき
之さん（瑞穂）

　市議会議員として 4期 16 年にわたり市
政の発展に尽力

古田美
み ち こ
智子さん・透

とおる

さん
　（美智子さん：飯山　透さん：横浜市）
　故・古田十一郎氏が収集した図書のうち、
2835冊を寄付
中嶋ミツさん（東京都立川市）
　斑尾の別荘を寄付
髙橋　豊

ゆたか

さん（埼玉県東松山市）
　ふるさと納税により 301万円を飯山市に
寄付

小山　祐
ゆう

さん（飯山）
　第 84回 全日本学生スキー選手権大会　
男子 1部ノルディックコンバインド 10ｋ
ｍ競技　優勝
作山憲

け ん と
斗さん（長野市）

　第 89回 全日本スキー選手権 白馬大会　
ジャンプノーマルヒル種目　優勝

と し お

功労表彰

み ち こ とおる
善行表彰

ゆう

栄誉賞

「多くの皆様の支えによってい
ただくことのできた表彰に恥じ
ることのないよう、これから
もそれぞれの分野で活躍をした
い」とあいさつされました。

　

市
政
施
行
記
念
日
の
８
月
１

日
、
平
成
23
年
度
飯
山
市
表
彰

式
が
、
市
役
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
表
彰
を
受
け
れ
ら
た

の
は
９
名
の
皆
さ
ん
。
地
方
自
治

な
ど
各
方
面
で
功
績
を
残
さ
れ
た

方
に
贈
る
功
労
表
彰
が
４
名
、
一

般
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
を
さ

れ
た
方
お
よ
び
公
益
の
た
め
多
大

な
篤
志
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
を

表
彰
す
る
善
行
表
彰
が
２
名
と

連
名
の
１
組
、ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、

芸
術
に
分
野
で
功
績
を
残
さ
れ
た

方
に
贈
る
栄
誉
賞
が
２
名
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、足
立
市
長
か
ら
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
様
へ
の
敬

意
と
感
謝
の
言
葉
に
加
え
「
多

く
の
先
人
が
築
い
た
「
悠
久
の
ふ

る
さ
と
飯
山
」
を
次
代
に
つ
な
ぐ

た
め
に
、
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
す
皆
様
も
一
層
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。　

被表彰者 代表あいさつ
　小 林 洋 之 さん


